
第３・４学年理科学習指導案 
日時  平成２１年９月１１日（金）５校時 

児童  ３年 男４名 女２名 計６名 

４年 男１名 女２名 計３名 

授業者 佐々木 義昭 

 

＜第３学年＞                        ＜第４学年＞ 

１ 単元名 風やゴムでうごかそう  １ 単元名 もののかさと力 

２ 単元について 

   児童６名は，理科の学習において，意欲的に実験・観

察に取り組んでいる。「明かりをつけよう」の学習では，

初めての実験活動に興味をもち，進んで取り組むことが

できた。また，考察に関する話し合いの中で新たな発見

をし，素直に感動する姿も見られた。実験の際は，結果

の予想をしてから取り組んでいるが，予想の根拠を明ら

かにしながら説明することは，まだ十分にできていない。 

   第３学年の物質とエネルギーに関わる目標は，「物の重

さ，風やゴムの力を比較したり，光，磁石及び電気を働

かせたときの現象を比較したりしながら調べ，見いだし

た問題を興味・関心をもって追究したりものづくりをし

たりして，それらの性質や働きについての見方や考え方

を養う」である。 

本単元は，新学習指導要領で新設された単元であり，

①生活科や日常生活での体験をもとにしながら，自然体

験や科学的な体験のさらなる充実をはかること，②風の

強さやゴムののびなどとものの動きかたについて調べ

た結果を表などに整理して，得られた数値をもとに原因

と結果の関係を考察すること，③「エネルギー」や「環

境」の視点の初歩を養うことがねらいである。 

   指導にあたっては，風とゴムのそれぞれの導入段階に

おいて，まず，風の強さや輪ゴムをのばしたりねじった

りしたときの手ごたえを十分に体感させ，風やゴムのは

たらきへの興味をもたせたい。 

各実験では，根拠を明らかにしながら結果の予想を立

てさせた上で実験に取り組ませることにより，科学的な

思考力を育てたい。また，それぞれのはたらきで動く車

を製作して，風の強さやゴムののばしかたを変えて車の

動きかたを調べさせる。得られた結果は表などに整理し

て，具体的な数値を根拠に考察させる。これらの活動を

通して，風やゴムにはものを動かす力があり，風の強さ

やゴムののばしかたによって，ものの動きかたが変わる

ことをとらえることができるようにしたい。 

単元のまとめでは，風やゴムの性質を使ったおもちゃ

の製作活動に取り組ませることにより，既習事項が日常

生活の中で使えることのよさも実感させたい。 

複式授業であることから，間接指導の中で自主的に活

動できるよう，活動の仕方をしっかり理解させてから取

り組ませたい。また，学習した内容や感想を４年生に伝

える場面を設定することにより，学習内容の理解を確か

なものにさせたい。 

２ 単元について 

児童３名は，理科の学習において，意欲的に実験・観

察に取り組んでいる。実験結果の予想を立てる時は，こ

れまでの生活体験や既習事項をもとにして，根拠を明ら

かにしながら結果の予想を説明することができるよう

になってきている。話し合いでは，自分の意見を進んで

発表することができるようになってきたが，実験結果か

ら分かったことを自力で書くことや，自分の考えを発表

することが苦手な児童もいる。 

第４学年の物質とエネルギーに関わる目標は，「空気

や水，物の状態の変化，電気による現象を力，熱，電気

の働きと関係付けながら調べ，見いだした問題を興味・

関心をもって追究したりものづくりをしたりする活動

を通して，それらの性質や働きについての見方や考え方

を養う」である。 

本単元では，閉じこめた空気や水に力を加え，空気は，

圧されてかさが小さくなるにつれて，手ごたえが大きく

なっていくが，水はかさが変わらないという，それぞれ

違った性質があるという見方や考え方ができるように

なることや，空気や水に力を加えたときに起こる現象

を，それぞれの性質と関係づけて考えることができるよ

うになることがねらいである。 

指導にあたっては，導入段階において，ポリエチレン

の袋やプラスチックの入れ物などに空気を閉じこめ，圧

したりはずませたりする活動の中から，空気の弾性を感

じ取らせ，空気の性質への興味をもたせたい。 

   各実験では，根拠を明らかにしながら結果の予想を立

てさせた上で実験に取り組ませることにより，科学的な

思考力を育てたい。空気でっぽうで玉をとばす活動では，

最初は不透明の筒を使用して筒の中が見えないようにし

たり，押し棒の長さや押す速さを調節したりして，前玉

を押し出しているものが何かについて予想させたい。そ

して，それが空気であることを確認してから，空気が圧

された時のかさの変化に着目させていきたい。 

   単元のまとめでは，空気と水の性質を使ったおもちゃ

の製作活動に取り組ませることにより，既習事項が日常

生活の中で使えることのよさも実感させたい。 

   複式授業であることから，間接指導の中で自主的に活

動できるよう，活動の仕方をしっかり理解させてから取

り組ませたい。また，３年生との交流を適宜取り入れる

ことにより，未習の単元についても一緒に学び合える機

会としたい。 



４ 指導計画と評価規準 

   ＜第３学年＞（９時間） 

時
間 

学習活動 

評価規準 

関心・意欲・態
度 

科学的な思考 技能・表現 知識・理解 

第１次  風でうごかそう  ４時間 

１ 

・生活科などでの体験を思い出して，風によっ
てものが動くことに興味をもち，風で動く簡
単なおもちゃをつくって遊び，風のはたらき
を体感する。 

・風によっても
のが動くこ
とに興味を
もち，進んで
風を感じた
り，風を使っ
て遊んだり
して，風のは
たらきにつ
いて調べよ
うとする。 

   

１ 

・風で動く車をつくり，うちわであおいで走ら
せてみる。 

  ・風で動くもの
をつくり，当
てる風の強さ
による，もの
の動きかたの
違いについて
調べることが
できる。 

 

１
（
本
時
） 

・送風機の使いかたについて指導する。 
・風の強さを変えて車に風を当て、車の動きか

たを調べる。 
・実験の結果をまとめる。 
・風の強さの違いによる，ものの動きかたの違

いについてまとめる。 
 ○話し合いのしかたの確認，データ処理のし
かたの確認，まとめかたの確認などを行う。 

 ・実験結果から，
風の強さによ
るものの動き
かたの違いに
ついて，風が
強いときと弱
いときとを比
較して，説明
することがで
きる。 

  

１ 

・「ゴールインゲーム」を行い，実験結果をも
とに，風の強さを調節して目的の場所に車を
止める。 

   ・風は，ものに
当たる強さに
よって，もの
を動かすはた
らきが変わる
ことを理解し
ている。 

第２次  ゴムでうごかそう  ３時間 

１ 

・ゴムを使って遊び，ゴムの弾性によってもの
が動くことを体感する。 

・ゴムの性質に
興味をもち，
進んでゴム 
を使って遊 
び，ゴムのは 
たらきにつ 

   

３ 単元の目標  ３ 単元の目標 

  ◎生活科などでの体験をもとに，風やゴムの力について，

力の強さとものの動きかたとの関係に興味をもち，実

験やものづくりをとおして，風の強さやゴムを引く強

さを変えることで起こる動きや手ごたえを比較して結

論づける能力を育てるとともに，風やゴムのはたらき

についての見方や考え方をもつことができるようにす

る。 

   

  ◎閉じこめた空気に力を加えたときの変化に興味をも

ち，空気でっぽうで玉をとばしたり，注射器の中の空

気のかさの変化を調べたりして，空気のかさと手ごた

えの変化を関係づけて考えることができるようにす

る。 

  ◎閉じこめた水に力を加えるとどうなるかに興味をも

ち，空気と比較しながら調べたり，空気や水の性質を

使ってものづくりをしたりして，力を加えたときの空

気や水の性質についての考えをもつことができるよう

にする。 



いて調べよ
うとする。 

１ 

・ゴムで動く車をつくり，走らせてみる。   ・ゴムで動くも
のをつくり，
ゴムののばし
かたの違いに
よる，ものの
動きかたの違
いについて調
べることがで
きる。 

 

１ 

・ゴムののばしかたを変えて車を走らせ，車の 
動きかたを調べる。 

・実験の結果をまとめる。 
・ゴムののばしかたの違いによる，ものの動き

かたの違いについてまとめる。 
 ○話し合いのしかたの確認，データ処理のし
かたの確認，まとめかたの確認などを行う。 

 ・実験結果から，
ゴムののばし
かたの違いに
よるものの動
きかたの違い
について比較
し，説明する
こ と が で き
る。 

 ・ゴムは，もと
に戻ろうとす
る力の強さに
よって，もの
を動かすはた
らきが変わる
ことを理解し
ている。 

 

第３次  風やゴムのおもちゃであそぼう  ２時間 

２ 

・風やゴムのはたらきを使ったものづくりを行
う。 

・生活のなかで，風の力やゴムのはたらきを利
用したものを知り，自分たちのまわりにどん
なものがあるかを話し合う。 

 
 

 ・風やゴムのは
たらきを使っ
たものづくり
を行うことが
できる。 

 

 
 
 

＜第４学年＞（６時間） 

時
間 

学習活動 

評価規準 

関心・意欲・態

度 
科学的な思考 技能・表現 知識・理解 

第１次  空気をとじこめよう  １時間 

 
 
 

１ 

・空気を入れたポリ袋やプラスチックの入れ物

などを圧して，手ごたえを感じる。 

 

・空気の入った

ポリ袋など

を圧して，空

気の手ごた

えを感じる

ことに興味

をもち，進ん

で調べよう

とする。 

   

第２次  空気でっぽうをつくろう  ２時間 

１ 

・玉が遠くにとぶように，筒や玉などの材料を

工夫して空気でっぽうをつくり，玉をとばし

てみる。 

・空気で玉をと

ばすことが

できること

に興味をも

ち，進んで空

気でっぽう

をつくろう

とする。 

 ・玉が遠くにと

ぶように，工

夫して空気で

っぽうをつく

ることができ

る。 

 

１
（
本
時
） 

・玉がとぶときの，筒の中の空気や，後玉の位

置を観察し，押し棒を押すと，筒の中の空気

のかさが小さくなって，玉がとび出すことを

まとめる。 

 

 ・空気でっぽう

の前玉をとば

しているのは

空気であるこ

とを説明する

こ と が で き

る。 

  

第３次  空気はおされるとどうなるか  １時間 



１ 

・前時までの学習から，空気は力を加えるとか

さが変わるのか，また，圧されたときの空気

の性質に問題をもち，注射器に閉じこめた空

気を圧して，かさと手ごたえの変化を調べ

る。 

・玉を水中にとばして，圧し縮められた空気が

前玉をとばしていることを確かめる。 

・空気は，圧し縮められてかさが小さくなるほ

ど，圧し返す力が大きくなることや，この力

で空気でっぽうの前玉がとび出すことをま

とめる。 

 ・空気は，圧し

縮められるほ

ど，圧し返す

力が大きくな

ることと，空

気でっぽうの

前玉がとぶこ

とを関係づけ

て考えること

ができる。 

・注射器に閉じ

こめた空気を

圧して，力の

加えかたによ

るかさと手ご

たえの変化を

調べ，結果を

記録すること

ができる。 

 

第４次 水はおされるとどうなるか  ２時間 

１ 

・水は，力を加えるとかさが変わるのかについ

ての問題をもち，注射器に閉じこめた水を圧

して，空気とくらべながら，かさや手ごたえ

の変化を調べる。 

・空気と違って，水は圧し縮められないことを

まとめ，圧されたときの空気と水の性質の違

いを整理する。 

 ・水は圧し縮め

ることができ

るか，圧した

ときの手ごた

え は ど う か

を，空気の場

合と比較して

考えることが

できる。 

・注射器に閉じ

こめた水を圧

して，かさや

手ごたえがど

うなるかを調

べ，結果を記

録することが

できる。 

 

１ 

・空気と水の性質を使って，ものを動かすおも

ちゃなどをつくる。 

・「たしかめよう」を行い，力を加えたときの

空気や水の性質についてまとめる。 

   ・空気は圧し縮

められると，

かさが小さく

なり，圧し返

す力が大きく

なるが，水は

圧し縮められ

ないことを理

解している。 

 
 

５ 本時の指導            

＜第３学年＞                       ＜第４学年＞ 

 

 

 

 

 

  （２）具体の評価規準                  （２）具体の評価規準 

 

 

 

 

 

 

Ａ 十分満足  Ａ 十分満足 

・実験結果をもとに，風が弱いと，車はゆっくりであま

り動かないが，強いと，はやく遠くまで動くというこ

とを説明することができる。 

 ・実験結果をもとに，空気でっぽうの前玉をおし出して

いるのは空気であることを説明することができ，その

時空気のかさが小さくなるということに気づく。 

Ｂ 概ね満足  Ｂ 概ね満足 

・実験結果をもとに，風が弱い時または強い時の一方に

ついて，ものの動きかたの違いを説明することができ

る。 

 ・実験結果をもとに，空気でっぽうの前玉をおし出して

いるのは空気であるということを，説明することがで

きる。 

Ｃ 努力を要する児童への手立て  Ｃ 努力を要する児童への手立て 

・予想と比較しながら実験結果を再確認させる。 

・文型を指導する。 

 ・予想と比較しながら実験結果を再確認させる。 

・文型を指導する。 

（１）目標 

    風の強さを変えて，車の動きかたを調べ，風の強

さによるものの動きかたの違いをとらえることがで

きる。 

 

 

（１）目標 

    空気でっぽうの前玉がとび出す様子を観察し，前

玉がとび出すのは，空気の力が関係していることに

気づくことができる。 

 



（３）展開 

指導上の留意点（・） 

評価（☆） 
学習活動 

形
態 

形
態 

学習活動 
指導上の留意点（・） 

評価（☆） 

・前時で，漠然とでは

あるが，風の強さに

よって，ものの動き

かたが変わること

を学習している。本

時は，それを詳しく

調べることになっ

ていることを確認

する。 

・課題は前時のうちに

設定しておき，紙板

書を掲示する。 

 

１．前時の学習を想起する。 

  ・うちわで風を起こして，つ

くった車を走らせたこと

を想起する。 

 

２．本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

つ
か
む 

５
分 

つ
か
む 

５
分 

１．前時の学習を想起する。 

  ・黒い筒の空気でっぽうで玉

をとばしたことを想起す

る。 

 

２．本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

・前時は筒の中の様子

が見えなかったこ

とから，本時は筒の

中の様子を観察す

ることになってい

ることを確認する。 

・課題は前時のうちに

設定しておき，紙板

書を掲示する。 

・児童が理解しやすい

課題を設定し，本時

のねらいへ向けて

の切り口とする。 

 

・速さと距離に着目さ

せる。 

・前時の実験結果をも

とにして，根拠を明

らかにしながら，結

果の予想をワーク

シートに書かせる。 

・予想を発表する。 

・方法について，紙板

書で説明する。 

 

 

 

・ワークシートに，方

法が書かれたプリ

ントを貼る。 

 

３．見通しをもつ。 

 予想：弱い→ゆっくりで，あま

り動かない。 

   強い→はやく，遠くまで

動く。 

 

 

 

 

方法：①風の強さや，風の方向

をたしかめる。 

   ②車に風を当てて，車を 

動かす。 

   ③車が動いたきょりを，

まきじゃくではかる。 

   ④当てる風の強さをか

えて，車の動きかたを

しらべる。 

見
通
す 

 

５
分 

見
通
す 

 

５
分 

３．見通しをもつ。 

 予想：空気，後玉 

 

 

 

 

方法：空気でっぽうの前玉がと

び出す時のつつの中の様

子を観察する。 

  

 

・前時の実験結果をも

とにして，根拠を明

らかにしながら，結

果の予想をノート

に書かせる。 

・方法が書かれた紙板

書を掲示し，ノート

に書かせる。 

 

 

 

 

 

・予想を発表する。 

・前玉，空気，後玉の

様子に着目するこ

とを確認する。 

  

・集会室で行う。 

・送風機とまきじゃく

を用意する。 

・送風機を使用する

際，安全面について

指導する。 

・「速さ」については，

送風機の風の強さ 

を「弱」→「中」→

「強」の順に設定さ

せ，「弱」のときの

車の動く速さを基

準にして記録させ

る。 

 

 

４．実験を行う。 

 ・実験器具の準備を行う。 

 ・２人１組で実験を進める。 

 ・ワークシートの表に結果を記

録する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深
め
る 

 

２
３
分 

深
め
る 

 

２
０
分 

４．実験を行う。 

 ・実験器具の準備を行う。 

 ・３人１組で実験を進める。 

 ・結果を，図や言葉でノートに

記録する。 

 ・空気のかさの変化や手ごたえ

について気づいたことを記録

する。 

 

５．考察 

 ・各自、実験結果をふまえての

考察を書く。 

 ・考察したことについて話し合 

う。 

 

 

・透明の筒を使用し，

中の様子を観察し

合って記録する。 

・渡りを入れ，空気が

前玉をおし出して

いることを確認し

たら，空気のかさの

変化や手ごたえに

着目させる。 

 

 

 

☆空気でっぽうの前

玉をとばしている

のは空気であるこ

とを説明すること

ができる。（発表） 

・空気でっぽうの図を

掲示して確認する。 

  

 風の強さを変えると，車の

動き方はどのように変わるだ

ろうか。 

 空気でっぽうの前玉がとび

出す時，前玉をおしているの

は何だろうか。 



 

 

 

☆実験結果から，風の

強さによるものの

動きかたの違いに

ついて，風が強いと

きと弱いときとを

比較して，説明する

ことができる。（発

表） 

 

 

５．考察 

・各自、実験結果をふまえての

考察を書く。 

・考察したことについて話し合

う。 

 

 

 

６．まとめ 

 

 

 

  

 

 

６．まとめ 

 

 

 

 

 

 ・感想をノートに書く。 

 

 

・課題とまとめにつな

がりをもたせる。 

 

 

 

 

・空気のかさが小さく

なったことや手ご

たえが大きくなっ

たことから，空気の

性質について考え

たことも書かせ，次

時の課題意識をも

たせたい。 

ま
と
め
る 

 

ま
と
め
る 

５
分 

８
分 

・分かったことや、風

の力がどんなこと

に使えそうかなど

の感想を発表させ

たい。 

・本時は風の力が「使

える」実感を共有さ

せる。風力発電を実

演して見せ，風の力

が実際にエネルギ

ーとして利用でき

ることに気づかせ

る。 

 

・がんばったことを認

め、次時への意欲に

つなげる。 

７．学習内容の交流 

・学習したことについて，４年

生に紹介する。 

 ・４年生の学習内容を知る。 

 

 ・風力発電について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

８．次時の学習内容を確認する。 

・次時は、ゴールインゲームを

行うことを確認する。 

ひ
ろ
げ
る 

 

７
分 

ひ
ろ
げ
る 

 

７
分 

７．学習内容の交流 

・学習したことについて，３年

生に紹介する。 

 ・３年生の学習内容を知る。 

 

 ・風力発電について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

８．次時の学習内容を確認する。 

 ・次時は、空気はおされるとど

うなるかくわしく調べること

を確認する。 

・分かったことや，そ

こから新たに考え

たことなどの感想

を発表させたい。 

 

・３年生の学習内容が

４年生にとって未

習であることから，

風のエネルギーに

ついて一緒に学び

合う機会とする。 

 

 

 

・がんばったことを認

め、次時への意欲に

つなげる。 

 

板書計画 

             第３学年                          第４学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
弱い→ゆっくりで，あまり動かない。 

強い→はやく，遠くまで動く。 

 
 
 
 
 
 

 

          

                       

風の強さを変えると，車の動き

方はどのように変わるだろうか。 

結果 

結果 

①風の強さや，風の方向をたしかめる。 

②車に風を当てて，車を動かす。 

③車が動いたきょりを，まきじゃくで

はかる。 

④当てる風の強さをかえて，車の動き

かたをしらべる。 

予想 

空気でっぽうの前玉が

とび出す時のつつの中の

様子を調べる。 
・前玉をおし出しているのは

空気である。 

・空気のかさが小さくなると，

手ごたえが大きくなる。 

風が強いほど，車は，はや

く遠くまで動く。 

 前玉をおし出しているの

は，空気である。 

空気でっぽうの前玉が

とび出す時，前玉をおして

いるのは何だろうか。 

記録表を掲示する。 

 風が弱いと，車はゆ

っくりであまり動かな

いけど，強いと，はやく

遠くまで動く。 

空気，後玉 ・後玉が前玉につく前に前玉が
とび出した。 

・空気のかさが小さくなった。 

・手ごたえが大きくなった。 

風が強いほど，車は，はや

く遠くまで動く。 

 

方法 
方法 

予想 

前玉をおしているのは，

空気である。 

分かったこと 

空気でっぽうの図 

分かったこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


